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 ＜QGIS：こんな時どうする？＞

（参考）よく使うCRSと対象地域

本手引きについて

　本手引きの概要

　推奨環境

 ２．分析データセットの作成

 ３．表・グラフによる農業集落の分析（表計算ソフトを用いた分析）

 ４．農業集落境界データ（地図）を用いた“見える化”（QGISを用いた分析）

 １．「地域の農業を見て・知って・活かすDB」の概要と利用方法



本手引について

本手引の概要

「地域の農業を見て・知って・活かすDB」は、農林業センサス調査結果、他府省統

計調査結果（国勢調査等）、行政情報（農業基盤情報、多面的機能支払等）などの各

種データを全国約15万の農業集落単位に組み替えて編成したデータベースです。

当データベースの最大の特徴は、ユーザーが通常のオフィスソフトを用いて、容易に

複数のデータを統合し、データの加工・分析ができることにあります。

さらに、農業集落別のデータを農業集落地図と組み合わせることによって、地域の実

情を“見える化”することができます。

本手引は、地方自治体における農業政策や地域政策担当者をはじめ、農業関係団体、

教育機関等の幅広いユーザーが、地域施策や課題解決に向けた検討を行うことを想定

して、当データベースの概要とデータ加工・分析の基本的な手順を示したものです。

推奨環境

(1) ハードウェア
■ Microsoft Officeが問題なく作動するパーソナルコンピュータ
■ 対象OS：Windows10以降（Windows10のサポート終了後は、Windows11以
降）

(2) ソフトウェア
■ 表計算ソフト：Microsoft Excel （2016以降）
■ 地図表示ソフト：QGIS

(3) QGISのインストールについて

QGISは、GNU General Public Licenseという利用許諾条件のもとに公開されて

いる「オープンソース」のGIS（地理情報）ソフトウェアであり、自由に利用でき

ます。

QGISは、次の手順でダウンロード及びインストールが行えます。

➢ https://qgis.org/ja/site/forusers/download.htmlへアクセス

➢ 最新版をインストールしたい場合は、「最新リリース(機能が最も豊富)」からイ

ンストーラーをダウンロード。

➢ （令和７年８月現在、Version 3.40が長期安定バージョンとしてダウンロードが

可能となっていますが、本手引では、Version3.34.12で解説しています。）

➢ ダウンロードされたインストーラーを実行し、画面に従ってインストール。

➢ セットアップの詳細は、QGISを紹介したウェブサイトを参照してください。

（紹介サイトの例：国土数値情報ダウンロードサービス（国土交通省）「国土数

値情報 閲覧マニュアル（QGIS）」の「国土数値情報 閲覧マニュアル（QGIS）

をダウンロードする」

➢ https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/other/manual.html

本手引について １

https://qgis.org/ja/site/forusers/download.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/other/manual.html


１．「地域の農業を見て・知って・活かすDB」の概要と利用方法

（1）「地域の農業を見て・知って・活かすDB」の概要と利用方法

１．地域の農業を見て・知って・活かすDB」の概要と利用方法 2

■ 「地域の農業を見て・知って・活かすDB」のページにある、「【動画解説】地域
の農業を見て・知って・活かすDBの概要と利用方法」のほか「活かすDBの利用方
法」や「分析事例」 、 「リーフレット」をクリックすることで確認できます。

■ 「地域の農業を見て・知って・活かすDB データ一覧」をクリックして、分析に
利用する項目を確認します。

（2）利用可能なデータ項目の確認

動画で初めて利用され
る方にも分かり易く、
概要と利用方法を解説

どんな分析ができるの？どうやって利用するの？

掲載項目や掲載単位は
どうなっているの？

リーフレット



２．分析用データセットの作成

（１）利用するデータのダウンロード

２．分析用データセットの作成 3

■ 農林業センサスのデータを利用する場合、以下のリンクを開きます。

【参考】「農業集落境界・筆ポリゴン」のタブをクリックすると、QGISで使用できる
地図データの「農業集落境界データ」又は「筆ポリゴンデータ」が選択できます。
また、国土地理院標準地図の上で指定した農業集落の位置などを検索できる「農業集

落境界の閲覧（外部リンク）」（再掲）を選択できます。



■ 2020年農林業センサスデータを使用する場合は「2020年農林業センサス」をク

リックします。

※ 2015年農林業センサスや2010年農林業センサス、2005年農林業センサスにつ

いても同様の手順で行います。

２．分析用データセットの作成 4

タイトルの末尾に「～（2020年農業集落基準）」と表示された、2005年、2010年及び

2015年の農林業センサスデータは、2020年農林業センサス時点で認定された農業集落に

合わせて編集したデータが収録されています。

ポイント

都道府県からデータを選
びたい場合は、こちらを
クリック！（2020年、2010年

及び2005年も同じです。）

使用する「調査項目」
を選んで、クリックし
ダウンロードします。



２．分析用データセットの作成 5

■ 2020年農林業センサスダウンロードデータ

■ 2015年農林業センサス（2020年農業集落基準）ダウンロードデータ

2015年農林業
センサスデータ

2020年農林業センサスデータ
と同じ基本指標

■ 使用する調査項目をクリックした後、必要な都道府県をクリックしてファイルをダウ
ンロードします。
※ 次の例では、「８．農業経営体_経営耕地の状況」の「山形県」を選択しています。

市町村合併や土地区画整理事業などにより、農業集落の地域範囲が従前と異なる場

合、変更のあった当該農業集落に関するデータは接続できません。

このため、2005年、2010年及び2015年の農林業センサスデータには、

「＠（接続不能）」の記号が含まれていることがあります。

ポイント

2020年農林業センサス時点
の農業集落による基本指標

2020年農林業
センサスデータ



（2）データの統合

２．分析用データセットの作成 6

2020年農林業センサスのデータ

同一都道府県の各ファイルのデータは、全て同じ行数（農業地域指標が全て同じ）、同じ

並び順で作成されています。このため、同一都道府県のデータであれば異なるファイル間で

あっても項目列をコピーして、貼り付けるだけで、地域がリンクされたデータとして利用

できます。

2015年農林業センサス
（2020年農業集落基準）のデータ

令和２年農業基盤情報基礎調査のデータ

利用するデータの列を
選択してコピーします。

統合先のデータ
の指標部の右側に
貼り付けます。

■ （1）でダウンロードした各ファイルを表計算ソフトで開きます。
■ 利用する各データを、列単位でコピーし、統合先のシートへ貼り付けることにより

1つのシートに統合。不要なデータ項目を削除してデータを加工・編集します。

※ 次の例では、2020年農林業センサス及び2015年農林業センサスの「８．農業経営体_経営耕地
の状況【SA1024】」から、田経営耕地のある経営体数と田経営耕地面積のデータを「１．農業
基盤情報基礎調査（令和２年度）【GA0001】」のデータに統合しています。

※ 以下【】はデータ一覧の「表コード」を記載しています。

使用しない項目
は列を削除します。

１

ポイント

２

３



２．分析用データセットの作成 7

データの中で、E列の農業集落（RCOM）が「999」や「-99」である行は、水面や自衛
隊の演習地などで農業集落として認定されていない地域です。農業集落数を求める場合は、
これらの行も除外してください。

データには、農業集落（RCOM）の結果を積み上げた、旧市区町村（KCITY）計、市区町
村（CITY）計、都道府県（PREF）計の集計値行が含まれています。分析の用途に合わせて、
不要な行を除外する必要があります。
前述した集計値行は、表（シート）のＣ列（CITY)、D列（KCITY）、E列（RCOM）の

いずれかのデータが「00」又は「 000 」となっています。

統合先のデータの右端に貼
り付けます。

（３）で作成したデータファイル

農業集落レコードが「０」
の行が集計除外する行になり
ます。

■ 一定条件（要件）を満たす農業集落数をカウントするなど、農業集落数の分析を行

う場合は、都道府県計、市区町村計及び旧市区町村計の行を除外して集計する必要が

あります。このため、除外する行と除外しない行とを区分するための指標となるフラ

グを設定する必要があります。（この操作は、本手引の３－(2)で集落数をカウント

するために行っています。）

※ 次の例では、６ページで統合したデータに指標となるフラグを付加するために、各行の集落

データを区分するためのフラグが設定された「地域指標」の「４．レコード区分」【IA0002】

ファイルから、必要な項目をコピーし、データの右端の列に貼り付けます。

地域指標のレコード区分

！注意！

！注意！

１

２



（３）分析指標の作成

２．分析用データセットの作成 8

(Ｅ)=

(Ｂ)/(A)

(Ｆ)=

(Ｄ)/(Ｃ)(A) (B) (C) (D)
(G)=

(Ｆ)-(Ｅ)

時点間比較による分析やデータの組み合わせ方によっては、データの欠損、ゼロ除算、割合が

100％を超えるなどの分析上の不都合が生じる場合があります。

IF関数で計算結果を補正したり、時点間比較が不可能な秘匿：「ｘ」や接続不可：「@」など

の不要な行はフラグを設定して集計除外するなどにより調整してください。

農林業センサスや経済センサスデータは、秘匿などの数値以外の統計記号がデータ中に含まれ

ています。分析に支障がある場合は、便宜的に表計算ソフトの置換機能等を使って統計記号を空

欄やダミー値（分析に影響を与えない任意の値）に加工（変換）する必要があります。

【変換の例】

秘匿：「x」 → 空欄に変換 事実不詳：「…」→ 空欄に変換

接続不可：「＠」→ 空欄に変換 事実がない：「-」 → 「0」に変換

合計(Q)

(Ｈ)
(R)=

(Ｈ)/(Q)

■ （2）で加工・編集したデータ項目を組み合わせて、分析指標を計算します。

※ 次の例では、農林業センサスの経営耕地面積と経営耕地面積のある経営体数から１経

営体当たりの経営耕地面積を、農業基盤情報基礎調査の田区画の規模別面積から、50a

以上の田の整備率を算出しています。

！注意！

ポイント

この事例では、J列及びK列が
「＠」（接続不可）、又はJ列～
M列のいずれかが「ｘ」や「ｰ」
表示である集落の計算結果がエ
ラーとなり比較ができないため、
フラグ等を設定（付加）するな
どして集計対象から除外します。

S列(R)は計算できない場合
も便宜「0.0」の結果を返して
います。

表計算ソフトの関数を利用して、データから分
析指標を作成します。

２

１
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（３）分析指標の作成（つづき）

■ 同様にして、下記①及び②の指標について作成します。

① 借入耕地面積率

４～８ページを参考にして、2020年農林業センサス及び2015年農林業センサスの

「８．農業経営体_経営耕地の状況」【SA1024】のM列（田_面積計）を分母、「11．

農業経営体_借入耕地のある経営体数と借入耕地面積」【SA1037】M列（田_面積）

を分子として田耕地の借入面積割合を0.1％単位で算出します。

また、算出した2020年の算出値（ア）と2015年の算出値（イ）を「（ウ）＝

（ア）ー（イ）」の式により、増減差（ポイント）（ウ）を算出します。

② ５ha以上の経営体_面積集積率

５ha以上の経営耕地がある農業経営体の経営する面積が全体の経営耕地面積に占め

る割合を算出します。

４～８ページを参考にして、2020年農林業センサス及び2015年農林業センサスの

「10．農業経営体_経営耕地面積規模別面積」【SA1026】J列（計）を分母、R列（5．

0～10．0）～X列（150ha以上）の和を分子としてその割合を0.1％単位で算出しま

す。

３．表・グラフによる農業集落の分析（表計算ソフトを用いた分析）

３．表・グラフによる農業集落の分析（表計算ソフトを用いた分析）

（1）データのランク分けによる地域の抽出

■ ２．で作成した分析指標に対して、ランク分けの書式設定を行います。

※ 次の例では、田50a以上整備率等について、設定を行っています。

ランク分けする項目のデー
タを全て選択します。

次
頁

へ

１

条件付き書式から「ルール
の管理」を選択します。

２



■ 各農業集落のランク分けを複数の指標で行い、特徴的な地域を抽出します。

（1）データのランク分けによる地域の抽出（つづき）

３．表・グラフによる農業集落の分析（表計算ソフトを用いた分析） 10

既に設定されているルールを変
更したい場合は、編集したいルー
ルの行、列を選択後に「ルールの
編集」を選択します。

「新規ルール」を選択後、選
択セルのルールの種類、ルール
の内容の設定を行います。

３

善頁より

農地整備率は低いが、
大規模経営体への農地の集
積が進んでいる地域。

農地が整備されており、
大規模経営体への農地の集
積が進んでいる地域。


